


はじめに
・本製品をご使用になる前に、「CX-Programmerオペレーションマニュアル SFC編（SBCA-348）」、「CX-

Programmerオペレーションマニュアル（SBCA-337）」、「CX-Programmerオペレーションマニュアル ファン
クションブロック編/ストラクチャードテキスト編（SBCA-338）」の「はじめに」、「安全上のご注意」、「安全上
の要点」を必ずお読みください。
・本書は、本製品の基本的な操作を説明しています。詳しい操作や機能については、本製品のヘルプやマニュア
ルを参照してください。
・PDFファイルで提供されているマニュアルを表示するには、アドビ システムズ社が配布しているAdobe 

Reader（無償）がパソコンにインストールされていることが必要です。
・PDFファイルで提供されているマニュアルは、本製品のインストール後に、デスクトップ上のスタートメ
ニューから表示させることができます。
・本書で使用している画面は開発中のものであり、製品とは異なることがあります。また予告無く変更するこ
とがあります。
・本書に記載されている各社の商品名・サービス名・機能名およびロゴは、各社の商標または登録商標です。
・本書では、各社の商標または登録商標に（R）、TMの記号を表示していません。
・本書では、各社の製品名を省略して記載することがあります。
・本書は、Microsoft Corporation のガイドラインに従って画面写真を使用しています。
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1-1 SFCとは
第 1章
SFCの概要
本章では、SFCの特長や動作について説明します。
1
S
F
C
の
概
要

ここでは、SFCの概要を説明します。

Sequential Function Chart（以下「SFC」と表記する）は、処理の流れを図で表し、工程の遷移条件と
各工程の処理内容を記述することで、シーケンス処理を制御できるグラフィカルなプログラミン
グ言語です。
SFCは処理の順序、状態の遷移を把握するのに適しています。

工程の流れとプログラムの制御が対応しているため、プログラム全体を把握しやすくなります。こ
のため、プログラムのデバッグ・メンテナンスの負荷軽減につながります。

1-1 SFCとは

1-1-1 SFCによるプログラムの記述

1-1-2 工程とプログラムの対応
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1-2 CX-Programmerで実現できること
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ここでは、SFCの特長およびSFCを活用できる場面について説明します。

各プログラムを、SFC、ラダー、ST（Structured Text）の任意の組み合わせで記述できます。
3種類のプログラミング言語から、処理内容に適した言語を選んで記述できます。
例えば、工程歩進部をSFC、装置制御部をラダー、演算処理部をSTで記述できます。

制御の流れや順序をSFCチャートで作成し、各工程の処理（アクション）や工程間の遷移条件（トラ
ンジション）は、ラダー、STプログラム、およびブール型（接点）を使用することができます。 

：アクションプログラム ラダー
：アクションプログラム ST
：トランジションプログラム ラダー
：トランジションプログラム ST

1-2 CX-Programmerで実現できること

1-2-1 プログラミング言語の使い分け
1-2



1-2 CX-Programmerで実現できること
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SFCエディタでは、SFCチャートと、アクションプログラムまたはトランジションプログラムを同
時に表示/編集できます。このため、プログラムの全体像を把握しながら、各工程の処理内容および
遷移条件を表示/編集できるため、SFCの特長を活かしたプログラミングが可能です。

： SFCビュー
：プログラムビュー

SFCエディタでのSFCビュー/プログラム
ビューの表示方法は、左右と上下を選択でき
ます。
上下に画面を分割する場合は、［オプション］
ダイアログボックスの［SFC］タブで、［水平方
向に画面分割］のチェックを入れます。
1-3



1-3 SFCの動作
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ここでは、SFCの構成要素およびSFCプログラムの動作について説明します。

：ステップ
ステップはSFCプログラムの1要素であり、処
理全体のうちの1工程を表します。ステップが
活性状態になると、ステップに割付けられて
いるアクションブロックが実行されます。
プログラムの最初のステップを「イニシャル
ステップ」と呼びます。

：アクションブロック
アクションブロックには1つのステップの処
理内容（アクション）をプログラムします。

：アクションクォリファイア
ステップが活性状態になったときの、アク
ションの実行/非実行のタイミングや保持/非
保持などをアクションごとに定義します。

：アクション名
アクションにはブール型（接点）またはアク
ションプログラム名を指定します。

：トランジション
トランジションは、トランジションの前につ
ながるステップから後につながるステップに
活性状態を遷移させる条件を定義します。

：並列分岐/並列合流
並列分岐は、1つのトランジションの後に複数
のステップが接続された状態です。条件が成
立すると、すべてのステップが同時に活性化
します。
並列合流は複数のステップの後に1つのトラ
ンジションが接続された状態です。すべての
ステップが活性化した状態でトランジション
条件が成立すると、次のステップへ遷移しま
す。

：選択分岐/選択合流
選択分岐は、1つのステップの後に複数のトラ
ンジションが接続された状態です。条件が成立
したトランジションのステップに遷移します。
選択合流は複数のトランジションの後にそれ
ぞれ1つのステップが接続された状態です。分
岐した流れを1つに合流させます。

1-3 SFCの動作

1-3-1 SFCの構成要素

f

SFCの構成要素について詳しくは、「CX-
Programmer オペレーションマニュアル SFC
編」を参照してください。
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1-3 SFCの動作
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ステップには活性状態と非活性状態があります。
ステップが活性状態になると、そのステップに定義されているアクションを実行します。
トランジション条件が成立し、ステップの遷移条件が満たされると、トランジションの直前のス
テップは非活性状態になり、直後のステップが活性状態になります。

図の例は、トランジション条件「Trans1」が成立し、活性状態がStep1からStep2に遷移したことを示
しています。
「●」は活性状態のステップを表しています。

1-3-2 SFCプログラムの動作
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Memo
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2-1 全体の操作の流れ
第 2章
SFCを使用してプログラム作成
駐車場ゲートシステムを例に、CX-ProgrammerによるSFCプログラムの作成手順を説明します。
2
S
F
C
を
使
用
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

ここでは、SFCプログラムの作成から、シミュレータを使用したデバッグまでの流れを説明します。
実際に使用するプログラムを作成する際は、最後に実機での確認を行います。

1.制御動作確認
 対象となるシステムの動作を確認します。
「2-2 プログラムの設計」を参照してください。

2.プロジェクトの作成
CX-Programmerを起動し、プログラム作成を開
始します。
「2-3 プロジェクトの作成」を参照してください。

3.SFCチャートの作成
制御全体の流れを、動作の工程および工程が遷移
する条件に分類し、SFCチャートを作成します。
作成したプログラムはタスクへ割付けます。SFC
チャートを作成し、工程が遷移する条件をプログ
ラムします。
「2-4 SFCプログラムの作成」を参照してください。

4.プログラムチェック
プログラムのエラーをチェックします。
「2-6 プログラムのチェック」を参照してください。

5.シミュレーション
シミュレータを使用し、トランジション条件の成立
による工程間の遷移を確認します。
「2-7 シミュレータによるステップ遷移のチェッ
ク」を参照してください。

6.アクションの追加
各工程で実行する動作プログラムを作成します。
「2-8 アクションブロックの作成」を参照してく
ださい。

7.シミュレーションデバッグ
プログラム全体の動作を確認します。
「2-9 シミュレータによる動作のチェック」を参
照してください。
デバッグについて詳しくは、「CX-Programmer オ
ペレーションマニュアル」を参照してください。

2-1 全体の操作の流れ
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2-2 プログラムの設計

2
S
F
C
を
使
用
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

システムの動作からプログラムを設計します。

車がゲートに近づくとチケットが発券され、チケットを取るとゲートが開きます。ゲートを車が通
過するとゲートは閉じ、最初の状態に戻ります。表示器には、動作に応じたメッセージが表示され
ます。動作から動作への遷移はセンサからの入力により開始されます。

プログラムの設計手順は、以下のとおりです。
• 駐車場ゲートシステムの動作を確認します。
• 動作が遷移する条件を整理します。
• 動作フローからSFCチャートを作成します。
• 各動作で具体的な入出力装置の制御プログラムを作成します。

入庫待ちです。
ゲートは閉じています。
：入庫中センサはOFFになっています。
：チケットセンサはOFFになっています。
：ゲート上限センサはOFFになっています。
：ゲート下限センサはONになっています。
：表示器には何も表示されていません。

2-2 プログラムの設計

2-2-1 駐車場ゲートシステムの動作
2-2



2-2 プログラムの設計
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車が入ると、入庫中センサがONになります。

入庫中センサがONになると、チケットが1枚
発券されます。
表示器には「チケットをお取りください」と表
示されます。

チケットを取ると、チケットセンサがONにな
ります。

チケットセンサがONになると、ゲートが開き
ます。
表示器には「ゲートを開いています」と表示さ
れます。
ゲート下限センサはOFFになります。

ゲートが開ききると、ゲート上限センサがON
になります。
ゲート上限センサがONになると、ゲートが停
止します。

表示器には「通過できます」と表示されます。

車がゲートを通過すると、入庫中センサが
OFFになります。

4

5

8
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2-2 プログラムの設計

2
S
F
C
を
使
用
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

入庫中センサがOFFになると、安全のため3秒
経過後、ゲートを閉じます。
表示器には「ゲートを閉じます」と表示されま
す。
ゲート上限センサはOFFになります。

ゲートが閉じると、ゲート下限センサがONに
なります。
ゲート下限センサがONになると、ゲートは下
限で停止します。
再び入庫待ちに戻ります。
2-4



2-2 プログラムの設計
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駐車場ゲートシステムの動作を、動作フロー図で表します。
図の番号は、「2-2-1 駐車場ゲートシステムの動作」の番号と対応しています。

駐車場ゲートシステムの初期状態です。
入庫中センサがONになるまで、入庫待ちの状
態を続けます。

車が入庫すると、入庫中センサがONになりま
す。
入庫中センサのONを条件に、動作は から
へ遷移します。

チケット発券装置を動作させ、チケットを1枚
発券します。
表示器には「チケットをお取りください」と表
示させます。
チケットセンサがONになるまで、この状態を
続けます。

運転手がチケットを取ると、チケットセンサ
がONになります。
チケットセンサのONを条件に、動作は か
ら へ遷移します。

ゲート開閉モータをゲートが開く方向（正転）
に動作させます。
表示器には「ゲートを開いています」と表示さ
せます。
ゲート上限センサがONになるまで、この状態
を続けます。

ゲートが開ききると、ゲート上限センサがON
になります。
ゲート上限センサのONを条件に、動作は
から へ遷移します。

ゲートは上限で停止しています。
表示器には「通過できます」と表示させます。
入庫中センサがOFFになるまで、この状態を
続けます。

車がゲートを通過すると、入庫中センサが
OFFになります。
入庫中センサのOFFを条件に、動作は から
へ遷移します。

2-2-2 動作フロー図

    チケットセンサ

   ゲートを開く

    ゲート上限センサ

   ゲート停止

   　入庫中センサ

   3秒後に
ゲートを閉じる

   　ゲート下限センサ

8
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動作が遷移して3秒経過した後、ゲート開閉
モータをゲートが閉じる方向（逆転）に動作さ
せます。
表示器には「ゲートを閉じています」と表示さ
せます。
ゲート下限センサがONになるまで、この状態
を続けます。

 ゲートが閉じきると、ゲート下限センサがON
になります。
ゲート下限センサのONを条件に、動作は
から へ遷移します。

ここまでに整理した駐車場ゲートシステムの動作から、以下にプログラム例を示します。
図の番号は、「2-2-2 動作フロー図」の番号と対応しています。

本書で紹介するプログラムは、CX-Programmerの操作方法をご理解いただくためのサンプルです。実際の
設計に当たってはハードウェアを含めた各種安全装置や制御方法をご検討ください。

■SFCチャート
システムの動作をSFCチャートで作成します。
工程はステップ、工程ごとの処理はアクションプログラム、処理のタイミングはアクションクォリ
ファイア、遷移条件はトランジションに記述します。

2-2-3 作成するプログラム例
2-6
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■アドレスの割付
ここでは、外部機器へのアドレス割付を以下のように設定します。

■トランジション
ステップ間の遷移条件を設定します。以下にラダーで作成したプログラム例を表します。
ラダーの出力コイルには、トランジションプログラム名のブール型出力を使用します。

［入庫中］プログラム ［チケット受取完了］プログラム

［ゲートオープン完了］プログラム ［ゲート通過完了］プログラム

［ゲートクローズ完了］プログラム

外部機器 入出力 アドレス

入庫中センサ 入力 0.00

チケットセンサ 入力 0.01

ゲート上限センサ 入力 0.02

ゲート下限センサ 入力 0.03

チケット 1枚発券 出力 10.00

ゲート開閉モータ正転 出力 11.00

ゲート開閉モータ逆転 出力 11.01

チケット発券表示 出力 20.00

ゲートオープン中表示 出力 20.01

通過可能表示 出力 20.02

ゲートクローズ中表示 出力 20.03
2-7
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■アクション
各ステップで行う処理を記述します。以下にラダーで作成したプログラム例を表します。

［ゲートオープン中処理］プログラム［チケット発券処理］プログラム

［ゲートクローズ中処理］プログラム［ゲート通過中処理］プログラム
2-8
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CX-Programmerを起動し、PLC機種を設定します。

デスクトップから、［スタート］→［すべてのプ
ログラム］→［OMRON］→［CX-One］→［CX-
Programmer］→［CX-Programmer］を選択しま
す。
CX-Programmerが起動し、メインウィンドウ
が表示されます。
メインウィンドウの項目については、「付-1-1 
メインウィンドウ」を参照してください。

［新規作成］をクリックします。
［PLC機種変更］ダイアログボックスが表示さ
れます。

2-3 プロジェクトの作成

1　CX-Programmerを起動します。

2　プロジェクトを新規作成します。
2-9
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［PLC機種］のドロップダウンリストからPLC
を選択します。

［設定］ボタンをクリックします。
［PLC機種の設定］ダイアログボックスが表示
されます。
ここでは例として、CJ1G-CPU42-Hに関する
項目を選択します。

［CPU形式］のドロップダウンリストからCPU
を選択します。

［OK］ボタンをクリックします。
［PLC機種の設定］ダイアログボックスが閉じ
ます。

［ネットワーク種別］のドロップダウンリスト
からネットワークを選択します。
ここでは［Toolbus］を選択します。

［OK］ボタンをクリックします。
［PLC機種変更］ダイアログボックスが閉じま
す。

3　PLC機種、ネットワーク種別を設定し
ます。
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SFCプログラムを追加します。
プロジェクトの新規作成時は、自動的にラダープログラムを作成する設定になっています。

ここではラダープログラムを使用しませんの
で、このラダープログラムを削除し、SFCプロ
グラムを追加します。

プロジェクトワークスペースの［新規プログ
ラム1（00）］を右クリックし、ポップアップメ
ニューから［削除］を選択します。
削除を確認するダイアログボックスが表示さ
れます。

［はい］ボタンをクリックします。
初期設定で登録されているラダープログラム
が削除されます。同時にラダーエディタが閉
じます。

プロジェクトワークスペースの［プログラム］
を右クリックし、ポップアップメニューから
［プログラム挿入］→［SFC］を選択します。

2-4 SFCプログラムの作成

1　ラダープログラムを削除します。

2　SFCプログラムを追加します。
2-11



2-4 SFCプログラムの作成

2
S
F
C
を
使
用
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

新規プログラム が登録されます。同時に
SFCエディタ が表示されます。

プロジェクトの新規作成時に、自動的にSFCプ
ログラムを作成する設定にすることもできま
す。
［ツール］メニュー→［オプション］を選択する
と、［オプション］ダイアログボックスが表示さ
れます。［PLC］タブの［PLCの初期プログラム
タイプ］で、［SFC］を選択します。
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SFCチャートを作成し、トランジション条件を設定します。

SFCプログラムの初期状態で表示される、SFC要素のステップ、トランジションの名称を、プログ
ラムの内容が容易に理解できるように変更します。

初期状態では、SFCビュー に、イニシャル
ステップ 、トランジション 、ステップ
が表示されています。

ステップには工程、トランジションには次工
程へ遷移するための条件を設定します。
2重線のステップは、イニシャルステップを表
します。SFCチャートはイニシャルステップ
から実行されます。
このステップは、入庫待ちの初期状態を表し
ます。

［Step1］を右クリックし、ポップアップメ
ニューから［名前の変更］を選択します。

「初期状態」と入力し、Enterキーを押します。
ステップ名が変更されます。

このトランジションでは、［初期状態］の工程
から次の［チケット発券］に遷移するための条
件を表します。

［Trans1］をダブルクリックします。

2-5 ステップとトランジションの作成

2-5-1 ステップ/トランジションの名称を変更

1　イニシャルステップの名称を変更し
ます。

ステップの名称は、変更しても動作に影響しま
せん。

2　トランジションの名称を変更します。
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［Trans1］が選択された状態になります。

「入庫判定フラグ」と入力し、Enterキーを押し
ます。
トランジション名が変更されます。

この工程では、チケットを発券する処理を行
います。

［Step2］を右クリックし、ポップアップメ
ニューから［名前の変更］を選択します。

「チケット発券」と入力し、Enterキーを押しま
す。
ステップ名が変更されます。

•選択できない場合は、SFCビューの何もない
ところをクリックしてから、選択をやり直し
てください。

•トランジションの名称は、変更しても動作に
影響しません。

•トランジション名を非表示にできます。
［ツール］メニュー→［オプション］を選択する
と、［オプション］ダイアログボックスが表示
されます。［SFC］タブの［トランジション名を
表示］のチェックを外します。

3　ステップの名称を変更します。
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続けて残りの工程を作成します。
SFCチャートに、ステップおよびトランジションを新規に追加します。

［チケット発券］ステップを右クリックし、
ポップアップメニューから［トランジション
追加］を選択します。

トランジションが追加されます。

［Trans1］トランジションを右クリックし、
ポップアップメニューから［ステップ追加］を
選択します。

ステップが追加されます。

2-5-2 ステップ/トランジションの追加

1　トランジションを追加します。

ステップが選択されている状態でTキーを押して
も、トランジションを追加することができます。

2　ステップを追加します。

トランジションが選択されている状態でSキーを
押しても、ステップを追加することができます。
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■ステップとトランジションの接続
ステップとトランジションを別々に作成した場合は、連結線を使用して接続します。ステップから
トランジションに連結線を接続する手順は、以下のとおりです。

ステップを右クリックし、ポップアップメ
ニューから［連結線］→［ステップへの連結線
を追加］を選択します。

ステップの上から、カーソルへ連結線が表示
されます。

接続先のトランジションにカーソルを移動さ
せます。
カーソルの形が矢印に変化します。

ステップとトランジションを連結します。
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クリックします。
ステップとトランジションが接続されます。

トランジションを右クリックし、ポップアッ
プメニューから［この位置より下側を整列］を
選択します。

接続したステップが、トランジションの下に
整列します。
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トランジションの判定条件をラダープログラムで作成します。

「2-5-1 ステップ/トランジションの名称を変
更」の、［入庫判定フラグ］トランジションに、
遷移条件をラダープログラムで定義します。

［トランジションプログラム］フォルダを右ク
リックし、ポップアップメニューから［トラン
ジションプログラム挿入］→［ラダー］を選択
します。
［Transition1］プログラムが［トランジションプ
ログラム］フォルダに追加されます。

［Transition1］プログラムを右クリックし、ポッ
プアップメニューから［名前の変更］を選択し
ます。

「入庫中」を入力し、Enterキーを押します。
トランジションプログラム名が、［入庫中］に
なります。

2-5-3 トランジションの作成

1　トランジションプログラムを登録し
ます。
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遷移条件を満たすと、トランジションの値が
TRUEになります。
車が入庫したかどうかの判定は、［入庫中セン
サ］の入力接点を使用します。［入庫中センサ］
がONになるとトランジションの値がTRUEに
なるプログラムを作成します。

［入庫中］プログラムをダブルクリックしま
す。
ラダーエディタが表示されます。

ラダープログラムを作成します。
［入庫中センサ］の入力接点［0.00］、コメント
「入庫中センサ」、および出力コイル［入庫中］
を入力します。
出力コイルにはトランジションプログラム名
［入庫中］をブール型出力として選択します。

［入庫判定フラグ］トランジションに、［入庫
中］プログラムを設定します。

［新規プログラム1（00）］フォルダをダブルク
リックします。
SFCエディタが表示されます。

2　プログラムを作成します。

•ラダープログラムの作成については、「CX-
Programmerオペレーションマニュアル」を参
照してください。

•実際のプログラムでトランジションにタイ
マ・カウンタ・ビット出力を使用した場合、出
力は次のステップへ遷移後も保持されますの
でご注意ください。

3　トランジションプログラムを設定し
ます。
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［FALSE］をダブルクリックします。
［FALSE］が選択された状態になります。

「入庫中」と入力し、Enterキーを押します。
トランジション条件が設定されます。
プログラムビューに［入庫中］トランジション
プログラムが表示されます。

その他のステップ、トランジションを作成し
ます。
作成するステップ、トランジションについて
は、「2-2-3 作成するプログラム例」を参照して
ください。

4　ステップとトランジションをすべて
作成します。
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駐車場ゲートシステムの例では、センサから
の入力をトランジション条件として設定して
います。

［入庫判定フラグ］トランジションに、［入庫
中］プログラムを設定した場合と同じ方法で、
残りのトランジションも設定します。
作成するトランジションプログラムについて
は、「2-2-3 作成するプログラム例」を参照して
ください。

5　トランジションプログラムをすべて
設定します。

センサ入力をブール型アドレスとして、トラン
ジションに設定することもできます。
例えば、［入庫判定フラグ］トランジションで
は、［入庫中センサ］の入力接点（0.00）をそのま
ま設定することができます。
2-21



2-5 ステップとトランジションの作成

2
S
F
C
を
使
用
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

［ゲートクローズ完了判定フラグ］トランジションから［初期状態］ステップへ遷移するための連結
を追加します。

［ゲートクローズ完了判定フラグ］トランジ
ションを右クリックし、ポップアップメ
ニューから［連結線］→［トランジションから
連結線を追加］を選択します。

トランジションの下から、カーソルへ連結線
が表示されます。

［初期状態］ステップにカーソルを動かしま
す。
カーソルの形が矢印に変化します。

2-5-4 イニシャルステップへのループ作成

1　トランジションから連結線を出しま
す。
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クリックします。
ステップとトランジションが接続されます。
この連結を「ループ」と呼びます。

ループの表示方法を変更し、SFCチャートを
見やすくすることができます。
［ゲートクローズ完了判定フラグ］トランジ
ションを右クリックし、ポップアップメ
ニューから［連結線］→［ジャンプに変更］を選
択します。

ジャンプ、ループの機能は同じで、連結線の形
状が異なります。

以上でアクションを除く、SFCチャートが完
成しました。
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ステップごとのアクションの内容を作成する前に、ここまでに作成したプログラムをチェックし
ます。

プログラムのコンパイルを行い、エラーをチェックします。

 F7キーを押します。
プログラムのコンパイルが開始されます。

アウトプットウィンドウに、コンパイルの結
果が表示されます。
エラーが0であれば、プログラムは動作しま
す。エラーが表示された場合は、SFCエディタ
で修正します。

作成したプログラムを保存します。

［ファイル］メニュー→［名前を付けて保存］を
選択します。
［CX-Programmerファイル保存］ダイアログ
ボックスが表示されます。

ファイル名を入力し、［保存］ボタンをクリッ
クします。

2-6 プログラムのチェック

2-6-1 プログラムエラーのチェック

1　すべてのプログラムをチェックしま
す。

2-6-2 プロジェクトの保存

1　プロジェクトに名前を付けて保存し
ます。
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アクションの処理を作成する前に、トランジション条件成立時のプログラム動作を確認します。シ
ミュレータを使用することでパソコンだけで動作を確認できます。

シミュレータにプログラムを転送します。

［シミュレーション］メニュー→［シミュレー
タオンライン接続］を選択します。

パソコンとシミュレータがオンラインの状態
になり、自動的に転送 ［パソコン→PLC］が行
われます。

2-7 シミュレータによるステップ遷移のチェック

2-7-1 シミュレータオンライン接続

1　オンライン接続します。

シミュレータオンライン接続時、自動的に転送
［パソコン→プログラム］を実行しない設定に
することも可能です。

［ツール］メニュー→［オプション］を選択する
と［オプション］ダイアログボックスが表示さ
れます。
［PLC］タブの［シミュレータオンライン接続］
において［オンライン接続時に自動でプログラ
ムを転送［パソコン→PLC］する］ のチェック
を外します。
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トランジション条件が成立したときに、ステップが次工程に遷移するかどうかを確認します。

［PLC］メニュー→［動作モード］→［モニタ］を
選択します。
確認のダイアログボックスが表示されます。

［はい］ボタンをクリックします。
PLCの動作モードがモニタモードに変更され
ます。

緑色の枠は活性状態のステップを表します。

［入庫判定フラグ］トランジションをクリック
します。
プログラムビューに［入庫中］プログラムが表
示されます。

2-7-2 トランジション条件のセット

1　モニタモードにします。
2-26



2-7 シミュレータによるステップ遷移のチェック

2
S
F
C
を
使
用
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

［入庫中センサ］を右クリックし、ポップアッ
プメニューから［セット/リセット］→［セット］
を選択します。

［入庫中センサ］のONにより、［入庫中］プログ
ラムの出力がONになり、［入庫判定フラグ］ト
ランジションがTRUEになります。

活性状態が、［初期状態］ステップから［チケッ
ト発券］ステップに遷移することが確認でき
ます。

他のトランジションプログラムにもセットま
たはリセットを行い、ステップの遷移を確認
します。

［シミュレーション］メニュー→［シミュレー
タオンライン接続］を選択します。
シミュレータとの接続がオフライン状態にな
ります。

［シミュレーション］メニュー→［シミュレー
タ終了］を選択します。
シミュレータが終了します。

2　入力接点をONにします。

通常のラダープログラムと同様に、接点をダブ
ルクリックしてもセット/リセットすることが
できます。

3　シミュレーションを終了します。
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ステップごとに行う処理をアクションブロックで作成します。

アクションをラダープログラムで作成します。

［初期状態］ステップは処理がないので、アク
ションブロックは不要です。［チケット発券］
ステップの処理をラダープログラムで作成し
ます。

［チケット発券］ステップを右クリックし、
ポップアップメニューから［アクション追加］
→［ラダープログラム］を選択します。

アクションブロックが追加されます。

プロジェクトワークスペースに追加された
［Action1］プログラムを右クリックし、ポップ
アップメニューから［名前の変更］を選択しま
す。

2-8 アクションブロックの作成

2-8-1 アクションの作成

1　アクションプログラムを登録します。
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「チケット発券処理」を入力します。
アクションプログラム名が、［チケット発券処
理］になります。SFCチャートのアクション名
も自動で更新されます。

［チケット発券］ステップでは、チケット発券
と、「チケットをお取りください」の表示を行
います。
ステップの活性化により2つの処理を開始す
るプログラムを作成します。

［チケット発券処理］プログラムをダブルク
リックします。
ラダーエディタが表示されます。

ラダープログラムを作成します。
ステップ活性化で入力をONするには、P_On
（常時ONフラグ）を使用します。チケット発券
装置の出力接点［10.00］、「チケットをお取り
ください」と表示させる出力接点［20.00］を入
力します。
プログラムおよび入力するコメントについて
は、「2-2-3 作成するプログラム例」を参照して
ください。

2　プログラムを作成します。

ラダープログラムの入力方法については、
「CX-Programmerオペレーションマニュアル」
を参照してください。
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［ゲートオープン］ステップでは、ゲートを開
く処理と、「ゲートを開いています」の表示を
行います。
［車のゲート通過監視］ステップでは、「通過で
きます」の表示を行います。
［ゲートクローズ］ステップでは、ゲートを閉
じる処理と、「ゲートを閉じています」の表示
を行います。
すべて、ステップの終了時に出力のリセット
を行います。
［チケット発券］ステップにアクションブロッ
クを作成した場合と同じ方法で、残りのス
テップにアクションブロックを作成します。
アクションプログラムについては、「2-2-3 作
成するプログラム例」を参照してください。

アクションを実行するタイミングを設定します。

［ゲートクローズ］ステップでは、ゲートを閉
じる処理を行います。
車がゲートを通過してから3秒間の余裕を空
け、ゲートを閉じる設定にします。アクション
実行のタイミングは、アクションクォリファ
イア（AQ）で設定します。

［ゲートクローズ中処理］アクションの、［N］
AQをダブルクリックします。
ドロップダウンリストが表示されます。
AQについては、「付-1-2 アクションクォリ
ファイア（AQ）一覧表」を参照してください。

3　その他のアクションを作成します。

2-8-2 アクションクォリファイアの設定

1　アクションクォリファイアを選択し
ます。
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 ドロップダウンリストから［D］を選択します。

AQに［D 1s］が表示されます。これはステップ
が活性状態になってから、1秒後にアクション
を実行するという設定です。

［1s］をダブルクリックします。

「3」を入力し、Enterキーを押します。
AQに［D 3s］が表示されます。

以上でSFCチャートはすべて完成です。
プロジェクトを保存します。
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再びシミュレータにプログラムを転送し、アクションを含めたプログラム全体の動作を確認しま
す。
「2-7 シミュレータによるステップ遷移のチェック」では、トランジション条件を確認しました。こ
こではアクションの動作を確認します。

SFCエディタが網掛けの表示に変わります。
「2-7 シミュレータによるステップ遷移の
チェック」を参照してください。

［入庫判定フラグ］トランジションを右クリッ
クし、ポップアップメニューから［強制セット/
リセット］→［セット］を選択します。
活性状態が、［初期状態］ステップから［チケッ
ト発券］ステップに遷移します。

強制セットを行うとマーク（ ）がトランジ
ション上に表示されます。

［チケット発券処理］アクションをクリックし
ます。
アクションプログラムの実行をプログラム
ビューで確認できます。

［チケット受取判定フラグ］トランジションを
右クリックし、ポップアップメニューから［強
制セット/リセット］→［セット］を選択します。
活性状態が、［チケット発券］ステップから
［ゲートオープン］ステップに遷移します。

2-9 シミュレータによる動作のチェック

1　オンライン接続し、モニタモードにし
ます。

2　トランジションをONにします。
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［ゲートオープン中処理］アクションをクリッ
クします。
アクションプログラムの実行をプログラム
ビューで確認できます。

再び［チケット発券処理］アクションをクリッ
クします。
［10.00］（チケット1枚発券）および［20.00］（チ
ケット発券表示）の出力が、OFFになっている
ことをプログラムビューで確認できます。

［ゲートオープン完了判定フラグ］トランジ
ションに強制セットを設定します。
［ゲート通過完了］トランジションプログラム
の［入庫中センサ］がOFFであることで、［ゲー
ト通過判定フラグ］トランジション条件が成
立しているため、［車のゲート通過監視］ス
テップはすぐに遷移し、［ゲートクローズ］ス
テップが活性化します。
［ゲートクローズ］ステップのアクションブ
ロックは、3秒経過してから動作します。

［ゲートクローズ完了判定フラグ］トランジ
ション条件が成立すると、再び［初期状態］ス
テップが活性化します。
2週目の動作も同様に条件をセットして確認
します。
以上でプログラムの動作確認は終了です。

［シミュレーション］メニュー→［シミュレー
タオンライン接続］を選択します。
シミュレータとの接続がオフライン状態にな
ります。

［シミュレーション］メニュー→［シミュレー
タ終了］を選択します。
シミュレータが終了します。

3　続けてアクションの動作を確認します。

4　シミュレーションを終了します。
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アクションブロックを非表示にして、ステップ
とトランジションの表示を見やすくすること
ができます。
アクションブロックを非表示にすると、ステッ
プの遷移に伴って、ステップのアクションプロ
グラムが表示されます。

アクションブロックを非表示にするには、以下
の方法があります。
•ステップを右クリックし、ポップアップメ
ニューから［アクションブロックを表示］をク
リックします。

•SFCビューの何もないところを右クリック
し、ポップアップメニューから［全てのアク
ションブロックを隠す］をクリックします。

アクションブロックが複数ある場合は、リスト
から表示するアクションの番号を選択します。
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CX-ProgrammerのプロジェクトワークスペースおよびSFCエディタの機能を説明します。
メインウィンドウのその他の機能、ラダープログラミングおよびSTプログラミングについては、
「CX-Programmerオペレーションマニュアル」および「CX-Programmerオペレーションマニュアル 
ファンクションブロック編/ストラクチャードテキスト編」を参照してください。

：プロジェクトワークスペース
：SFCビュー
：プログラムビュー
：SFCエディタ

付-1 資料

付-1-1メインウィンドウ
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■プロジェクトワークスペースの項目について
SFCプログラムの構成要素が階層構造で表示されます。
プロジェクトワークスペースには、プロジェクト全体の構成要素が表示されます。

：プログラム
SFCプログラムは［プログラム］の下位に登録
します。
新たに追加したSFCプログラムを実行するに
は、タスクへの割付が必要になります。

：変数テーブル
SFCプログラムで使用するローカル変数を登
録します。

：［アクションプログラム］フォルダ

：アクションプログラム
ステップ（工程）の処理をアクションプログラ
ムに登録します。アクションプログラムは、ラ
ダーまたはSTで記述します。
アクションプログラムを関連付けるには、
SFCチャートのアクションブロックで、アク
ションプログラム名を指定します。

：［トランジションプログラム］フォルダ

：トランジションプログラム
ステップを遷移する条件をトランジションプ
ログラムに登録します。トランジションプロ
グラムは、ラダーまたはSTで記述します。
トランジションプログラムを関連付けるに
は、SFCチャートのトランジションで、トラン
ジションプログラム名を指定します。

：［サブチャート］フォルダ

：サブチャートプログラム
再利用などの構造化を想定して作成したサブ
チャートプログラムを登録します。サブ
チャートプログラムは、SFCチャートで記述
します。
サブチャートプログラムを関連付けるには、
SFCチャートのサブチャートステップで、サ
ブチャートプログラム名を指定します。
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※アクションクォリファイアの詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアルSFC編」を参照
してください。

付-1-2アクションクォリファイア（AQ）一覧表

AQ記号 名称 機能 タイマ設定

D ディレー

ステップが活性状態になったときからユーザの指定した時間
分遅れて、そのアクションの実行が開始されます。ただし、
ユーザが指定した時間内にステップが活性状態から非活性状
態に変化すると、アクションは実行されません。

要

DS ディレーセット

"SD"と同様の動作をします。"SD"と異なり、ユーザの指定
したディレー値の時間内にステップが活性状態から非活性状
態に変化すると、このアクションは実行されません。実行の
打切りは、"R"の AQ で行います。

要

L リミット

ステップが活性状態になったときからユーザの指定した時間
分だけ、そのアクションが実行されます。ただし、ステップ
が活性状態から非活性状態に変化したとき、アクションの実
行は打切られます。

要

N ノーマル
（初期値） ステップが活性状態の間、そのアクションを実行します。 -

P パルス

ファイナルスキャンが有効時は、ステップが活性状態になっ
たとき、そのアクションを 2サイクル実行します。
ファイナルスキャンが無効時は、ステップが活性状態になっ
たとき、そのアクションを 1サイクル実行します。

-

P1 立上りパルス ステップが活性状態になったとき、そのアクションを 1回だ
け実行します。

-

P0 立下りパルス ステップが非活性状態になったとき、そのアクションを 1回
だけ実行します。

-

R リセット

ステップが活性状態になったとき、そのアクションが "S"、
"SL"、"SD"、"DS"の AQ より実行中の場合、指定アクション
を停止し、リセットさせます。指定アクションが "S"、"SL"、
"SD"、"DS"の AQ によって実行中でない場合はリセットのみ
を行います。
リセットとは、以下の動作のことです。
・OUT/OUT NOT命令：OFF
・TIM/TIMH命令：リセット
・その他のタイマ /カウンタ /シフトレジスタ：保持

-

S セット

ステップが活性状態になったとき、そのアクションの実行を
開始しますが、ステップの状態が非活性状態に変化してもそ
のアクションは継続して実行されます。実行の打切りは、"R"
の AQで行います。

-

SD セットディレー

ステップが活性状態になったときからユーザの指定した時間
分遅れて、そのアクションを実行しますが、ステップの状態
が非活性状態に変化してもアクションは継続して実行されま
す。実行の打切りは、"R"の AQ で行います。

要

SL セットリミット

ステップが活性状態になったときから、ユーザの指定した時
間分、そのアクションを実行します。"L"と異なり、ステッ
プが活性状態から非活性状態に変化しても、そのアクション
は実行されます。実行の打切りは、"R"の AQ で行います。

要
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ここでは、SFC要素の並列分岐/並列合流、選択分岐/選択合流の作成方法を説明します。

SFCチャートに並列分岐/並列合流を追加する方法を説明します。

トランジションを右クリックし、ポップアッ
プメニューから［並列分岐追加］を選択しま
す。

並列分岐を表す二重線が追加されます。同時
に、二重線から分岐したステップが追加され
ます。

二重線を右クリックし、ポップアップメ
ニューから［並列分岐を追加］を選択します。
二重線から分岐したステップが追加されま
す。

分岐した各ステップに、トランジションとス
テップを追加します。
分岐後のSFCチャートを完成させます。

付-2 SFC要素の作成

付-2-1並列分岐/並列合流

1　並列分岐を作成します。
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ステップを右クリックし、ポップアップメ
ニューから［並列合流追加］を選択します。

並列合流を表す二重線、およびトランジショ
ンが追加されます。同時に、ステップから並列
合流を表す二重線への連結線が接続されま
す。

二重線を右クリックし、ポップアップメ
ニューから［連結線］→［合流に連結線追加］を
選択します。

合流させるステップにカーソルを移動させ、
クリックします。
二重線にステップが接続されます。

同じ方法で、並列合流を完成させます。

2　並列合流を作成します。
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SFCチャートに選択分岐/選択合流を追加する方法を説明します。

ステップを右クリックし、ポップアップメ
ニューから［選択分岐追加］を選択します。

分岐した線が追加されます。同時に、トランジ
ションが追加されます。

連結線を右クリックし、ポップアップメ
ニューから［選択分岐を追加］を選択します。
連結線から分岐したトランジションが追加さ
れます。

分岐した各トランジションに、ステップとト
ランジションを追加します。
分岐後のSFCチャートを完成させます。

付-2-2選択分岐/選択合流

1　選択分岐を作成します。
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トランジションを右クリックし、ポップアッ
プメニューから［選択合流追加］を選択しま
す。

選択合流を表す線、およびステップが追加さ
れます。同時に、トランジションから選択合流
を表す線への連結線が接続されます。

線を右クリックし、ポップアップメニューか
ら［連結線］→［合流に連結線追加］を選択しま
す。

合流させるトランジションにカーソルを移動
し、クリックします。
線にトランジションが接続されます。

同じ方法で、選択合流を完成させます。

2　選択合流を作成します。
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■選択分岐の実行順序
選択分岐ではどの分岐を実行するかを、左から右の順に判断します。

実行の判断順序は、任意に変更することがで
きます。
順序を変更する手順は、以下のとおりです。

線を右クリックし、ポップアップメニューか
ら［実行順序（左から右）］をクリックします。

SFCチャートに実行順序を表す番号が表示さ
れます。

番号をダブルクリックして、変更後の実行順
序を入力し、Enterキーを押します。
実行順序が変更されます。

選択分岐の実行順序を変更します。
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PLCの運転を続けながら、プログラムの修正を行うことができます。

シミュレータではオンラインエディットを行うことはできません。

オンラインエディットの準備として、パソコンとPLCを接続し、パソコンからPLCへプログラムを
転送します。
通常は、運転中のPLCからプログラムをアップロードしてオンラインエディットを行います。

あらかじめパソコンとPLCを接続しておきま
す。

［PLC］メニュー→［オンライン接続］を選択し
ます。
確認のダイアログボックスが表示されます。

［はい］ボタンをクリックします。
パソコンとPLCがオンラインになります。

付-3 オンラインエディット

付-3-1 PLCへプログラムの転送

1　オンライン接続します。

PLCへのオンライン接続方法の詳細は、「CX-
Programmerオペレーションマニュアル」を参
照してください。
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［PLC］メニュー→［転送］→［転送［パソコン→
PLC］］を選択します。
［転送オプション［パソコン→PLC］］ダイアロ
グボックスが表示されます。

［OK］ボタンをクリックします。
［転送［パソコン→PLC］］ダイアログボックス
が表示されます。データ送信を完了すると、
［転送完了］と表示されます。

［はい］ボタンをクリックします。
ダイアログボックスが閉じます。

［OK］ボタンをクリックします。
プログラムの転送は完了です。

2　プログラムを転送します。

PLCの動作モードがプログラムモード以外の
場合、動作モード変更を確認するダイアログ
ボックスが表示されます。
この場合は、［はい］ボタンをクリックします。
付-10



付-3 オンラインエディット

付
付
録

PLCで実行中のプログラムを読込んで修正します。

本書で紹介するプログラムは、CX-Programmerの操作方法をご理解いただくためのサンプルです。
実際の設計に当たってはハードウェアを含めた各種安全装置や制御方法をご検討ください。

［PLC］メニュー→［オンライン接続］を選択し
ます。
確認のダイアログボックスが表示されます。

［はい］ボタンをクリックします。
パソコンとPLCがオンラインになります。

［PLC］メニュー→［転送］→［転送［PLC→パソ
コン］］を選択します。
［転送オプション［PLC→パソコン］］ダイアロ
グボックスが表示されます。

付-3-2オンラインエディット

1　オンライン接続します。

2　プログラムを読込みます。
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［OK］ボタンをクリックします。
CX-Programmerで編集中のプログラム等がす
べて削除されることを確認するダイアログ
ボックスが表示されます。

［OK］ボタンをクリックします。
［転送［PLC→パソコン］］ダイアログボックス
が表示されます。データ送信を完了すると、
［転送完了］と表示されます。

［OK］ボタンをクリックします。
プログラムの転送は完了です。

SFCチャートを表示させ、モニタモードにし
ます。

［プログラム］メニュー→［オンラインエ
ディット］→［開始］を選択します。

3　オンラインエディットを開始します。
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SFCエディタの網掛け表示が解除されます。
プログラムが編集可能な状態になります。

プログラムを編集します。

［プログラム］メニュー→［オンラインエ
ディット］→［変更を転送］を選択します。
［SFC/STオンラインエディット－転送］ダイ
アログボックスが表示されます。

［OK］ボタンをクリックします。

［はい］ボタンをクリックします。
変更したプログラムはPLCへ転送されます。
オンラインエディットを終了します。

アクション/トランジションプログラムを編集
するには、あらかじめプロジェクトウィンドウ
の該当するプログラムをダブルクリックし、プ
ログラムエディタを表示させた状態で、オンラ
インエディットを開始します。

新規アクションプログラム/トランジションプ
ログラムをSFCチャートに追加する場合は、2
回に分けてオンラインエディットを行う必要
があります。
1回目：プロジェクトワークスペースに、アク

ションプログラム/トランジションプロ
グラムを新規追加します。

2回目：1回目に追加したプログラムをSFC
チャートに追加します。

4　変更を転送します。

編集したプログラムの内容を破棄する場合や、
オンラインエディットを終了する場合は、［プ
ログラム］メニュー→［オンラインエディット］
→［取消］を選択します。プログラムをPLCに転
送せず、オンラインエディットを終了します。
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